
１ 現行ふくむすびにおける課題（委員意見、アンケート結果より）
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周
知

事業者・利用者双方にとり、サイトの意義や役割の浸透
が不十分
• 事業者にとって、ふくむすび活用の意義を感じられる

ことが必要
• 利用者にとって、ふくむすびがどのように使えるサイ

トかがわかりやすく発信することが必要

コ
ン
テ
ン
ツ

現任層から求職者層、興味関心層まで、それぞれのター
ゲットに対し、訴求力のある魅力的なコンテンツが不足
• 事業者情報の充実等によるサイトの魅力向上のため、

事業者情報の発信の仕方について見直しが必要
• 行政の保有するサイトとして質を担保しつつ、各

ターゲットに対し訴求力のあるコンテンツが不足

登
録
・
利
用
促
進

機能、コンテンツ面で利用者ニーズを満たすとともに、
利用促進のネックとなっている課題の解決等が必要
• 事業者情報の入力事務負担の軽減や、操作性の向上が

必要
• 事業者にとって、より人材確保に資する機能が必要
• 個々の利用者に必要な情報が届くよう、SNS連携等や

検索しやすさの追求が必要

設
計
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利用者が探している情報にたどり着きにくい。また、
SEO対策の不足により、類似サイトの中で埋没してし
まっている。
• トップページのビジュアルや構造の見直しが必要
• 「東京」「福祉」「仕事」等のキーワードで検索上

位表示されない現状の改善が必要

○ 福祉事業者の職員採用において、ハローワークや人材センター等とともに、行政が提供するサービスとして確立すべく、サイ
トの機能面・コンテンツ面を充実

○ 幅広いターゲットに対して魅力的なサイトとなるべく、福祉の仕事に関するポータルサイトとして情報を集約・充実
○ 事業者・利用者双方に継続的に利用されるよう、操作性の向上を図るとともに、ストレスなく閲覧できる画面構成、欲しい情

報に容易にたどりつける構造とし、検索性を向上
○ 類似サイトのなかで埋没しないよう、継続的にSEO対策を実施

対応の方向性

資料３
令和4年度専門部会報告

「専門部会での議論を踏まえた、次期ふくむすびでの取組（案）について」



２ 目指すべき姿を実現するための取組事項（案）

３ 今後のスケジュール
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• 事業者や区市町村、地区社協、HW等関係団
体に対し、定期的な事業周知を実施

• 広報ツールにおいて、ふくむすび活用事例を
掲載、定期的に発信
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• コンテンツの見直し・充実を図る
• ターゲット層に応じたコンテンツ

登
録
・
利
用
促
進

• 【事】【利】マッチング機能・コミュニケー
ション機能の実装

• 【事】法人IDの導入
• 【事】事業所情報の登録にあたり、都が保有

する他のサイト等（「とうきょう福祉ナビ
ゲーション」等）との連携を検討

• 【利】スマートフォンで見やすい表示に改善
• 【利】検索性の向上（最寄り駅検索、キー

ワード検索、検索表示順の詳細指定等）

設
計
・
構
造

• トップページのビジュアルの見直し
• トップページにサイトの対象者や目

的を明記
• ターゲット別に入り口を明確化
• 利便性の高い検索機能を提供
• SEO対策の継続的な実施

次期ふくむすびは令和６年度にリリース
予定→機構構成団体に協力依頼
 事業者団体：事業所情報の入力の働き
かけ

 養成施設団体及び職能団体：活用促進

設計作業

再構築作業

テスト作業

移行作業

研修作業

4年度 5年度

開発業務

第4四半期 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

基本設計 詳細設計

インフラ基盤開発 ウェブサイト開発

単体・結合・

受入テスト

CMS開発

ユーザーテスト

データ移行・運用開始

関連職員向け研修


